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っぱり今後の大会のあり方も含めて本当に大き

く、大会をもっと盛り上げるんだったらそうい

ったことをしていかないとだめなんだよという

ことを教えていただきまして、それは生涯スポ

ーツ課のほうにできるだけ早い時期に総括しま

しょうと、こういう話をしているところです。 

 その声援の部分も含めて、私のほうは、フル

マラソンは多分これ以上なかなかふえないので、

ハーフもう少し力を入れたらいいんじゃないか

という素人の考えがあります。あとは10キロと、

この辺のところで数多くの市民、それから全国

のランナーに参加していただいて、あとは３キ

ロ、５キロは、この置賜の周りの大会は白つつ

じマラソンみたいに小中学生とかスポ少が参加

してるんですね。ですからこの白つつじマラソ

ンと一本化するというのは、なかなかこの大会

運営も大変ですので、これらを含めて検討して

まいりますが、一つ言えることはこれからもう

少し大会を充実させるには、やはりスポンサー、

以前から民間でなさったときも本当に苦労して

スポンサーを集めてつくってましたね。パンフ

レット、そういったところを今回はいろんなち

ょっと大手さんなんかも非常に応援していただ

けるというのわかったんで、もっと大会運営の

あり方を少し考え方を変えていかなきゃいけな

い時期なんだな。それが来年あたりから改めて

白つつじマラソンも含めて、そして声援、市民

にもっともっとＰＲして、市民総参加でマラソ

ンを歓迎と大会運営できるようなそんなものに

していきたいと考えたいと、検討してまいりた

いと思います。 

○平 進介議長 10番、鈴木富美子議員。 

○１０番 鈴木富美子議員 ぜひマラソンのまち

長井、駅伝のまち長井と銘打ってますので、今、

市長のお言葉どおりこれからいろいろ検討して

いただき、市民も応援もしかり、ボランティア

もしかり、皆さんでしていけたらいいと思いま

す。 

 私からは以上です。ありがとうございました。 
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○平 進介議長 次に、順位４番、議席番号３番、

渡部正之議員。 

  （３番渡部正之議員登壇） 

○３番 渡部正之議員 清和長井の渡部正之です。

通告に従いまして、自身３回目の一般質問をさ

せていただきます。私からは２項目で６点質問

いたします。一括質問にて質問させていただき

ますので、ご答弁のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 初めに、このたびの台風15号、19号によりお

亡くなりになられた方々に心よりお悔やみ申し

上げますとともに、被害に遭われました皆様に

謹んでお見舞いを申し上げます。被災地の一日

も早い復旧を心よりお祈り申し上げます。 

 千葉県を中心に強風の被害をもたらした台風

15号からわずか１カ月後に、再び関東、東北に

大型で強い台風19号が猛威を振るいました。台

風19号については、気象庁の会見が、上陸３日

前に早目の対策を呼びかける異例の会見であり、

鉄道各社は計画運休を行い、電力会社も発電機

車を配備するなど、できる限りの準備を行って

おり、上陸が予想される大型の台風に対して備

える時間的余裕が以前よりあったのではないか

と思っておりました。しかし、このたびの台風

がもたらした雨は想像を超えるもので、台風15

号での屋根被害や、停電の復旧がなされていな

い状況の中で各地の河川が増水し、堤防の決壊、

損壊などから、氾濫し、家屋が浸水したりして

おり、山間部や、丘陵地では土砂災害が起きる

など、このたびのように多くの河川が同時に決

壊、越水などすることは、経験のなかったこと

であり、地球温暖化に伴う気象変動による風水
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害の恐ろしさを実感いたしました。 

 近年の異常気象、ゲリラ豪雨など、自然災害

がいつどこで起こるかわからず、本市の防災対

策をしっかりと確認しておくことが必要と考え

ることから質問をさせていただきます。 

 初めに、大項目１、災害時における避難所に

ついてであります。 

 本市では、市の地域に係る防災に関する事項

について、関係各機関の全機能を最大限に発揮

して住民の生命、身体及び財産を災害から保護

することを目的とし、各種災害の予防、応急対

策、復旧・復興等の各段階における計画が示さ

れており、内容については、市職員、住民、防

災関係機関並びに防災に関する施設管理者に周

知徹底を図るとされております。 

 特に市及び防災関係機関は、平常時の予防対

策及び災害時の応急、復旧対策実施に適切な運

用ができるよう、日ごろから訓練や研修を通じ

内容の習熟に努められており、毎年行われてい

る、市の防災訓練や、各地区での防災訓練等に

より各種災害に対しての防災力強化に努められ

ております。 

 このたびの台風において本市では、人的被害

はなかったものの一部住宅で床下浸水や農作物

の被害等があり、最上川小出観測所で氾濫のお

それがある氾濫危険水位を超えたことから、避

難勧告を発令し、避難所を開設しております。 

 避難所開設は、自主開設を含め13カ所であり

ました。指定避難所の運営は地域防災計画の上

では、自治体職員が行うものと定められており

ますが、実際には被災当事者を含めた地域住民

や、施設管理者、自治体職員、また場合により

外部からのボランティアなどが連携して行い、

行政などがそれを支援することが理想であると

言われております。 

 また、具体的運営として、秩序を保ち、集団

生活を円滑に過ごせるよう、運営組織を立ち上

げ、リーダーや各担当の役割分担を決めておく

ことや、物資供給に対する計画等も必要となっ

ております。 

 誰もが経験したことのない避難所生活におい

ては混乱やトラブルは想定され、準備、想定に

より運営の成否は大きく左右されるものと思う

ことから質問をさせていただきます。 

 １点目は、ふだんから避難所の運営計画の作

成や避難所訓練を行うことは、とても重要であ

ると考えますが、今後の避難所運営について総

務課長のお考えをお伺いいたします。 

 ２点目として、市のホームページ等で、避難

所等の確認はできますが、緊急時に迅速な行動

ができるように、災害種別ごとにわかりやすく

避難場所を市民に知らせるような仕組みづくり

が必要ではないかと考えます。緊急時のメール

配信等で地域ごとの避難場所をお知らせできる

方策などがあればと考えますが、総務課長のお

考えをお伺いいたします。 

 次に、大項目２、雇用にかかわる現状と課題

についてであります。 

 人口減少、少子高齢化が加速する中、労働力

を確保し、安定した県内産業の振興を図るため、

県では、産業、教育、行政、報道等の関係各界

が連携し、若者の県内定着・回帰の促進や、県

内企業の生産性向上などに取り組むオールやま

がた人材確保・生産性向上推進協議会を設立し、

東京一極集中の是正と担い手不足対策として、

東京圏から本県へ移住し就業した方の経済的負

担を軽減する移住支援事業を実施しております。 

 また、西置賜の事業所、ハローワーク、商工

会議所等で組織する西置賜雇用対策協議会では、

企業説明会、就職面談会の開催や、東日本エリ

アの大学への企業紹介などをされており、人材

確保・育成、魅力ある職場づくりなどに取り組

まれております。 

 本市においても、雇用対策事業、勤労者生活

支援事業、長井市勤労者互助会支援事業のほか、

Ｕ・Ｉ・Ｊターンを考えている人への情報提供
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や、大学生への求人支援など関係機関と連携し

新たな人材確保の取り組みを進められておりま

す。 

 また、旧長井小学校第一校舎にて行われたこ

どものまちキッズシティランド2019や長井商工

会議所青年部会で行っているジュニアエコノミ

ーカレッジ、さらに、市主催の起業体験ワーク

ショップ「会社をつくろう！」などは子供たち

が自由なアイデアをもとに会社をつくり、いろ

いろな役割を体験することで社会の仕組みを学

ぶことができる事業であり、将来の地域を支え

る人材育成にもつながるすばらしい取り組みで

あると思っております。 

 人口減少、少子高齢化による労働力人口の減

少や、人口流出などで、消費市場が縮小し地域

社会の活力を失わせないため、生活の基礎とな

る就業の確保や、労働力人口の維持は、持続可

能なまちづくりを支える重要な課題の一つであ

ると考えることから質問をさせていただきます。 

 １点目として、商工会議所、ハローワークと

連携して就職面談会やセミナーの開催、また各

種雇用対策を実施されての成果と課題をどのよ

うに捉えているのか産業参事にお伺いいたしま

す。 

 ２点目は、本市における第３次産業の就業者

数はほぼ横ばいであるのに対して、第１次産業

及び第２次産業の就業者数は減少しており、今

後は、第３次産業の就業者数を維持、増加させ

るとともに、第１次産業及び第２次産業の就業

者数を回復させることが重要な課題になってく

ると思います。特に１次産業の多くを占める農

業については、総農家数が年々減少し後継者の

確保が急務となっていることから、現在、生産

性の向上と高付加価値化を目指し、新規就農者

が増加するような対策が講じられておりますが、

課題も多いものだと思います。本市が捉えてい

る雇用の現状と課題等について産業参事にお伺

いいたします。 

 ３点目ですが、厚生労働省では、障がいのあ

る人が障がいのない人と同様、その能力と適性

に応じた雇用の場につき、地域で自立した生活

を送ることができるような社会の実現を目指し、

障がいのある人の雇用対策を総合的に推進して

おり、障がい者の就労意欲は近年急速に高まっ

ていることから、障がい者が職業を通じ、誇り

を持って自立した生活を送ることができるよう、

障がい者雇用対策を進めております。 

 障がい者の雇用対策としては、障がい者雇用

促進法において、まず、企業に対して、雇用す

る労働者の2.2％、国・地方自治体においては

2.5％相当する障がい者を雇用することを義務

づけており、さらには令和３年４月までには、

さらに0.1％ずつの引き上げを予定しておりま

す。 

 本市においては、法定雇用率を達成しており

ますが、現状達成したという感にとどまり、民

間企業などにおいても作業施設や設備の改善、

職場環境の整備、特別の雇用管理等が必要とな

る場合もあることから差があるように感じます。 

 自立支援協議会等にて地域調査や、課題協議

を一層進めていただき各関係団体、事業所等と

連携しながら、要望に対応できるような体制づ

くりを構築していただければと思いますが、市

長のお考えをお伺いいたします。 

 ４点目として、本市では、第５期長井市障が

い福祉計画において、地域生活移行や就労支援

等の課題に対応したサービス提供体制の整備や、

福祉施設から一般就労への移行等を促進してい

くと計画されており、福祉施設利用者のうち、

就労移行支援事業等を通じて、来年度中に一般

就労に移行する者の目標値を、平成28年度の一

般就労への移行実績の1.5倍以上とすることを

目標としており、就労移行支援事業の利用者数

については、来年度末における利用者数が平成

28年度末における利用者数の２割以上を増加す

ることを目標とされております。計画の現状と
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評価等について福祉あんしん課長にお伺いいた

します。 

 以上で壇上からの質問を終わります。ご清聴

ありがとうございました。 

○平 進介議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 渡部正之議員からは、大きく２

点、私は１点についてご質問、ご提言をいただ

いております。 

 １点目の災害時における避難所について、ま

た２点目の雇用にかかわる現状と課題について

も長井市の状況やら、あるいは全体的な県並び

に国の動向等々さまざまな状況を丹念に調べら

れて争点を絞っていただいてご提言をいただい

てるということで、大変敬意を表したいという

ふうに思います。 

 私のほうにお尋ねいただきました雇用にかか

わる現状と課題についてということで、渡部正

之議員からは、障がい者雇用就労について、自

立支援協議会にて調査や協議を進め、関係機関

と連携して障がい者の就労について対応できる、

そんな体制を構築してはどうかというご提言で

ございました。 

 午前中の勝見議員からもご質問、ご提言あっ

たように、障がい者雇用促進法等々によりまし

て、障がい者雇用率制度や障がい者雇用納付金

制度などのさまざま国の制度に基づきまして、

主に国の機関が障がい者雇用の促進を図ってる

というのが現状でございます。 

 障がいのある方の雇用対策の一つといたしま

して、障がいのある方が今はどちらかというと

特に私ども長井初め地方は一般就労より福祉的

就労、いわゆる共同作業所とか、例えば長井で

いえばせせらぎさんとか、ああいったところか

ら一般企業に就労するということが求められて

おりますし、また今後多くの方が就労希望され

ていますんで、企業の受け入れについてどのよ

うな、私ども行政もいろいろお手伝いさせてい

ただきながらそんな体制をとるかということが

極めて重要だと思っております。これは渡部正

之議員がおっしゃってるとおりだというふうに

思っております。 

 支援内容といたしましては、障害福祉サービ

スにおける就労継続支援Ａ型と就労移行支援な

どがありまして、長井市のほうもそれぞれ市内

や近隣地域の事業所を利用されているというこ

とでございます。 

 自立支援協議会の所管事項でございます事務

として地域の社会資源の開発及び改善に関する

ことということがございまして、障がい者を取

り巻く諸課題の拾い上げから解決に向けた方向

性を協議しておりますけれども、やはり先ほど

申し上げましたように、これまでは福祉的就労

についての協議が中心となっておりますので、

相談事業所等とも連携しながら今後はどのよう

にして一般就労に向けた取り組みを進めていく

かということが重要だと思っております。 

 そういった意味では、これはやはりまだまだ

一般企業の方々も障がい者の方の雇用について、

やはり自分の会社で必要とされる業務をやれる

方のマッチングが必要なわけですけども、そう

すると望む人材像はあるわけですね。ただ、障

がいをお持ちで就労意欲の高い方は非常に多い

んですけれども、その方々とうまく受け入れて

いただけるか。先ほど午前中もお話ししたんで

すが、採用された本人も意欲を持ってモチベー

ション高くして働き続けることができるかとい

うのは、やはり相互の理解が非常に重要だと。

あとマッチングと、まずは一般企業側、団体側

の理解をいかに高めるかということが重要で、

これは渡部正之議員が提言いただいたような体

制の構築にかかってくるんだろうというふうに

思っております。 

 このため、これからでございますけれども、

まずは自立支援協議会のほうとも、あと私ども

のほうの福祉あんしん課初めとした厚生部門の

市の団体、役所と、または長井市社会福祉協議
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会やら、そういった方々でまずどういう体制を

とっていくべきなのか検討しながら、少し時間

はかかるかもしれませんけれども、もう本格的

に、真剣に取り組んでいかなきゃいけない時期

に来てるのかなと。これは国に任せておけばい

いと、我々の主管事項じゃないからということ

ではなく、市民の皆様で障がいをお持ちだけど

も、何とかやっぱり働きたいと、またその保護

者の方もかなり心配されてるわけですから、そ

ういった要望に応えられるようなまずは体制を

構築しながら、少しずつでは、１歩ずつではご

ざいますけれども、その課題解決に向けて前に

進めるように体制づくりから始めてまいりたい

と思います。 

 なお、少子高齢化などによる担い手不足の解

消と障がいのある方の活躍の場の創出等をあわ

せて地域課題解決策の一つとしても注目されて

おります農業、農福連携の取り組みなども先ほ

どの自立支援協議会を初め関係機関と連携しな

がら情報収集を進め、新たな雇用先の創出の推

進も図ってまいらなきゃいけないと考えている

ところですんで、ぜひ引き続きいろいろご助言

などいただければというふうに思います。 

○平 進介議長 渋谷和志危機管理主幹。 

○渋谷和志危機管理主幹 渡部正之議員のご質問

にお答えいたします。 

 大項目１番、災害時における避難所について

ということで、私だけの答弁ですので、少し丁

寧にご説明させていただきたいと思います。 

 １番目のふだんから避難所の運営計画の作成

や避難所訓練を行うことはとても重要であると

考えるが、今後の避難所運営についてどのよう

に考えているのかというご質問でございます。 

 避難所の開設や運営につきましては、私ども

長井市の地域防災計画に規定しているものの、

国の指針にはありますが、各避難所の運営計画

の作成については残念ながら規定しておりませ

んでした。 

 今後は地域防災計画に記載するとともに、市

と施設管理者、自主防災組織の三者で協議、連

携いたしまして、作成の検討を図ってまいりた

いと思います。 

 運営計画では、三者の役割分担、開設方法、

避難所の間取り等を把握しておくことがとても

重要でございます。 

 避難所訓練については、避難所の開設につい

て毎年の市の総合防災訓練で実施しております

が、その中で設営から運営まで含めた訓練も行

ってまいりたいと考えております。 

 長井市の総合防災訓練の来年度は伊佐沢地区

となっておりますので、伊佐沢地区のほうでぜ

ひ協力いただきながら取り組んでまいりたいと

思います。 

 また、市、施設管理者、自主防災組織の三者

による協議の場を設けることで信頼関係の構築

により有事の際にはスムーズな避難所開設、運

営ができるような仕組みづくりも検討したいと

考えております。 

 続きまして、２点目、災害種別ごとに避難所

をわかりやすく市民に知らせる仕組みづくりが

必要と考える。緊急時のメール配信等で、地域

ごとの避難場所を知らせる方策など検討しては

どうかというご質問にお答えします。 

 平時から災害種別ごとにわかりやすく避難場

所を市民の皆様にお知らせできる仕組みは、大

変重要であると考えております。ホームページ

以外でも市報やハザードマップなどで今後も周

知に努めてまいりますので、市民の皆様におか

れましてもあらかじめ避難場所や避難ルートを

ぜひ確認していただければと思います。 

 現在行ってる緊急時のメール配信につきまし

ては、ドコモ、エーユー、ソフトバンクの各携

帯会社と契約いたしまして、災害時や総合防災

訓練時において緊急速報メールの配信を行って

おります。 

 このたびの台風第19号時には、土砂災害のお



 

―４７― 

それがある地区や最上川の氾濫により浸水のお

それがある地区などに対し緊急速報メールによ

り避難勧告等を配信し、指定する避難所に速や

かに避難するよう呼びかけたところでございま

す。 

 なお、緊急速報メールは、一度の配信で送信

できる文字数が限られておるため簡潔明瞭に配

信できるように対応してまいりますとともに、

市民の皆様には現在スマートフォンでおらんだ

ラジオを聞けるというサイマル放送ということ

で聞くことができるそうですので、より多くの

情報を入手するツールとしてぜひご利用いただ

きたいというふうに考えております。 

○平 進介議長 藁谷 尊産業参事。 

○藁谷 尊産業参事 私のほうは、渡部正之議員

のほうから２点ご質問いただいております。 

 １点目につきましては、商工会議所、ハロー

ワークと連携し就職面談会やセミナーの開催、

各種雇用対策を実施されての成果と課題という

ことでございます。 

 この１点目につきましては、長井市及び西置

賜地域におきまして雇用確保対策としましては、

ハローワーク、商工会議所、雇用対策協議会と

連携いたしまして、企業と学校進路指導担当と

の情報交換、高校３年生対象の企業説明会、オ

ール西置賜就職面談会を実施しております。そ

してまた、毎年企業の情報をまとめた企業ガイ

ドブックの発行なども行っているところでござ

います。 

 このうち就職面談会の状況につきましてご報

告しますけれども、これにつきましては年２回

開催しておりまして、１回の面談会に約50名か

ら80名の求職者の参加がございます。開催の結

果、就職内定になる方々というのは10数名とい

う状況でございますので、約２割前後の成果と

いうことになっとります。 

 課題につきましては、さまざまございますけ

れども、少しでも求人者と求職者の側のマッチ

ングができるよう企業の働く時間帯を含めた雇

用条件や60歳以上の労働力及び潜在ワーカーが

働ける条件整備などが必要ではないかなという

ふうに思っております。先日もある企業の方々

と懇談させていただきましたけれども、やはり

人手不足というような中で、週休２日制の導入

とか、あとは働き方改革の中で超過勤務の削減

ということの条件の整備というような形で対応

しているというような事業所も市内にもござい

ました。そういう中で、雇用のミスマッチを克

服するため今後とも関係機関や企業と検討を深

めていきたいと考えております。 

 ２点目につきましては、本市が抱えています

雇用の現状と課題等につきましてです。 

 現在というか、10月の有効求人倍率を見ます

と1.62倍ということで、少しは改善の兆しがあ

るということでございます。 

 ただ、まだまだ人手不足が続いている状況で

す。 

 特に正社員有効求人倍率におきましては、こ

のデータにつきましては９月の値ではございま

すけれども、1.58倍と、依然として県内では最

も大きな数値となっております。 

 また、産業別に見ますと、第２次産業の製造

業につきましては生産工程の求人も多く、第３

次産業の介護、福祉等についても求人が多いと

いうような状況になっております。 

 １次産業にあります農業分野におきましては、

花卉生産や野菜などのハウス生産が進んでいる

分野ではこれまでもパート、アルバイトの雇用

もありましたが、水稲についても法人化が進み

まして、アルバイト雇用が出ているというよう

な状況でございます。 

 また、新規就農者につきましては、移住や研

修、機械設備整備に対する支援などを行い、就

農時の負担を軽減するとともに、国や県の補助

事業により就農後の所得を一定程度保障し、指

導農業者等によるサポート体制を充実させ、就
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農者の確保、定着に努めております。 

 このほか農業分野における雇用の拡大には生

産コストの低減や生産性の向上、高付加価値化

を図り、就農の確保を努め、所得の確保や経営

の安定を図る必要があります。まだまだ課題が

あると認識しているところでございますが、国

や県などと連携し、新規就農や法人経営を初め

多様な農業経営体に対応できる支援を進めてま

いります。 

 いずれにしましても最初にご質問いただきま

した課題と同様に雇用のミスマッチを解消すべ

く、今後とも関係機関や企業と検討を深めてま

いりたいというふうに考えております。 

○平 進介議長 横山ちはる福祉あんしん課補佐。 

○横山ちはる福祉あんしん課補佐（生活支援担

当） 第５期長井市障がい福祉計画における目

標の現状と評価等についてお答えいたします。 

 第５期障がい福祉計画の一般就労移行者数の

目標値は平成32年度において２人となっており、

実績値としては平成30年度はゼロ人でしたが、

今年度３人の方が一般就労のほうに移行されま

した。 

 また、就労移行支援事業の利用者の方のほう

は目標値４人に対して今年度は４名おられ、そ

のうち２名が一般就労に移行されております。 

 これらの数字だけを見ていれば順調に推移し

ておりますが、障がい者の一般就労や就労移行

支援事業については、先ほど市長からもありま

したように、それぞれの障がい者の方の状況や

雇用主が求める条件がうまく合致するかという

課題があり、障がいの種別や関係者の考え方な

どそれぞれ違う難しさがあると認識しておりま

す。今後も多くの方が移行できるように支援に

力を入れたいと思っております。 

○平 進介議長 ３番、渡部正之議員。 

○３番 渡部正之議員 丁寧なご説明ありがとう

ございました。 

 初めに、災害時における避難所についてであ

りますが、ぜひ計画を策定していただきまして、

避難所訓練などを行っていただいて、万全な準

備をお願いしたいと考えております。 

 その中で東日本大震災時の物資供給の教訓と

して、物資集積拠点の計画的配置や確保、また

物資に係る一連の流れを機能させるために民間

企業者や業務の委託等が必要とされておるとあ

ります。こういったところの計画等につきまし

て、本市の計画を危機管理主幹のほうにお尋ね

したいと思います。よろしくお願いします。 

○平 進介議長 渋谷和志危機管理主幹。 

○渋谷和志危機管理主幹 お答えいたします。 

 東日本大震災における物資供給が滞ったとい

う点については、私もいろいろな資料をもとに

存じております。 

 長井市の地域防災計画におきましては、災害

発生時の応急対策活動に必要な物資等の緊急輸

送を円滑に実施するために輸送体制整備計画と

いうのを作成しております。その計画に基づき

まして、緊急輸送ネットワークの形成、あと集

積、配分拠点の環境整備などを図ることとして

おります。 

 この緊急輸送ネットワークにつきましては、

県の緊急輸送道路ネットワークとの整合を図る

ということになっておりまして、その集積配分

拠点については、現在防災機能を保有しておる

運動公園もありますが、災害時に仮設住宅の建

設も想定している学習プラザを中心に考えてお

ります。また、現在耐震化工事を進めておりま

す文化会館、そちらの２つを長井市では選定し

ております。 

 市外、県外から物資を受け入れる際の拠点と

なるわけでございますが、被災されている地域、

例えば避難所のほうに物資を輸送するというよ

うな拠点になるものでございます。 

 なお、本市におきましては、その食料、物資

の供給、職員の派遣等の協定のほか、35の自治

体、団体、民間企業と各種協定を締結しており
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ます。災害時にはこれらの協定先に要請いたし

まして、緊急物資、緊急輸送のほうを実施して

いただくというようなことを考えております。 

 なお、その緊急時の輸送関係でちょっと手薄

な部分ございますので、そちらのほうを強化し

ていきたいというふうにも考えております。 

 あとサプライチェーンの滞った際にも物資が

届きますよう、そちらのほうも今現在検討して

おる最中でございます。 

○平 進介議長 ３番、渡部正之議員。 

○３番 渡部正之議員 ありがとうございます。

ぜひ災害に対しての十分な準備をしていただき

まして、想定なども行った上での準備をよろし

くお願いいたします。 

 続きまして、大項目２の雇用につきましてで

ありますが、関係団体と協力しながら今後、地

域企業の若者活躍の場だったり、魅力的な職場

のＰＲ、こういったものを広くしていただきた

いと考えております。 

 現状、先ほどありましたように高校生へのＰ

Ｒ、こういったものは十分かと思われますけれ

ども、保護者の方向けへのＰＲなども有効かと

考えます。ここら辺の考え方につきまして産業

参事のお考えをお伺いいたします。 

○平 進介議長 藁谷 尊産業参事。 

○藁谷 尊産業参事 お答えします。 

 やはり保護者の方というのがキーポイントと

いうふうに認識しております。生徒、高校生

等々につきましても大企業を見てるというのが、

いろいろとテレビ等々も含めて非常にコマーシ

ャルという部分では見てるということで、そう

いうものに憧れるというのはわかるわけですけ

ども、そういう中でやはり地元にも立派な中小

企業があるということをまずは生徒にも認識し

ていただくということでガイドブックなんかも

作成しておりますけども、親御様にもしっかり

と地元にはすばらしい企業があるということを

ＰＲしていきたいというふうに考えております。 

○平 進介議長 ３番、渡部正之議員。 

○３番 渡部正之議員 ぜひ保護者向けにも広く、

やはり長井の魅力的な環境、そして職場の、す

ばらしい職場いっぱいあるわけですので、そう

いったＰＲのほどよろしくお願いいたします。 

 次に、障がい者の雇用についてでありますが、

就労移行支援などで一般企業等に就職された方

の中にはやはり通勤などについての悩みを持っ

ている方もおられるとお聞きしております。自

立支援協議会等でそういった問題や課題解決に

向けた動きあろうかと思いますけれども、ユニ

バーサル就労という取り組みをして広く相談窓

口なども設けた上でさまざまな問題、課題を解

決していくようなシステムを持っている自治体

もあるとお聞きしております。こういったユニ

バーサル就労のような相談窓口があってもいい

のではないかと考えますけれども、こういった

点につきまして内谷市長のお考えをよろしくお

願いいたします。 

○平 進介議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 渡部正之議員おっしゃるように、ユニバーサ

ル就労の相談窓口というのは、おっしゃるとお

り必要不可欠だと思います。現状で私どものと

ころにはそういった窓口はないんですが、ぜひ

その辺のところも県内の事例やら、あとは先進

地などの事例なども研究しながら、どういった

形でやってったらいいのか、さらにはやはり議

員からございました通勤での対応についてもそ

ういった窓口で相談でき、なおかつこれはその

方の就労される方の障がいの状況にもよります

けれども、お一人お一人の個別対応を考えてい

かないといけないのかなと思っております。 

 いずれにしましても先ほど福祉あんしん課の

横山補佐から答弁でもありましたように、実質

的に数字的には目標は達成してるんですが、や

はり障がいの状況によってはなかなか思うよう

に受け入れてもらえないという場合も多々ある
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と思いますから、ここをどういうふうにして理

解を深めて、雇用側により多くの就労希望者が

就労、働けるようなそんなところを、本当に一

気に解決はできないと思いますが、時間をかけ

ながら、そして広く市民の皆様の理解を深めて

いくということもあわせて、まずは長井市とし

ては周知徹底を図りながら企業にもご協力を求

めていきたいというふうに考えているところで

す。 

○平 進介議長 ３番、渡部正之議員。 

○３番 渡部正之議員 ありがとうございます。 

 先ほど勝見議員のほうからもありましたよう

に、やはり皆さんが全員が障がいを持たれる方

への理解を深めて、安心して就労していけるよ

うなシステムを構築していくというようなこと

が大切だと思っております。ぜひそういった部

分での側面支援というものも今後ますます深め

ていっていただければと思っております。 

 少し早いですけれども、私からの質問を終わ

らせていただきます。ありがとうございました。 

○平 進介議長 ここで暫時休憩いたします。再

開は午後３時10分といたします。 

 

 

   午後 ２時４３分 休憩 

   午後 ３時１０分 再開 

 

 

○平 進介議長 休憩前に復し、会議を再開いた

します。 

 なお、赤間茂樹商工観光課長から早退させて

ほしい旨の届け出があり、竹田祐子商工観光課

補佐が出席しておりますので、ご報告いたしま

す。 

 

 

 鈴木一則議員の質問 

 

 

○平 進介議長 次に、順位５番、議席番号１番、

鈴木一則議員。 

○１番 鈴木一則議員 政新長井の鈴木でござい

ます。よろしくお願いいたします。 

 きのう、きょうの朝の雪景色にいよいよ冬到

来というふうな思いを感じました。きょうのニ

ュースでは大蔵村肘折では既に１メーターを超

える積雪ということで、長井の里には少しでも

少ない年であればなというふうに思ったところ

でございます。 

 当選からもう既に７カ月を過ぎまして、６月

及び９月定例会でも一般質問をさせていただい

たところでございますが、その際は一括質問と

いうことで行いました。 

 このたびは一問一答方式という議会改革の中

でも行われておりますので、そちらのほう活用

させていただいて、きょうは行ってまいります。 

 初めでございますので、質問のボリュームの

多少に少々不安がございます。また、言葉足ら

ずなところもあるかもしれませんが、当局の明

快なご答弁よろしくお願いいたします。 

 今回の質問は２つでございます。 

 最初に、台風19号の災害対応の経験から新た

な対策の必要性について伺います。 

 このたびの台風19号による豪雨災害は、河川

氾濫などによる浸水範囲が昨年の西日本豪雨を

超えたという報道がございました。また、土砂

災害も一つの台風によるものとしては最も多く

なるなど、国が対策の見直しを迫られる記録的

な豪雨災害となったとも報じています。ＮＨＫ

の調べでは現在までに台風19号で亡くなった人

は93人、いまだに行方不明の方が３人というこ

とです。お亡くなりになられた方のご冥福とい

まだ行方不明の方の早期の発見、被災されまし

た皆様にお見舞い申し上げるとともに、一日も

早い復旧・復興をお祈りいたします。 

 長井市においても、10月12日から吾妻山、蔵


